




On Understanding English (Part 1):
the case of English Preposition ‘over’ (Power of Image)
TAKAHASHI Junichi
Abstract: In this article, I propose OVER as an image-schema and examine the relationship between the 
specific properties of this image-schema and the applications to the teaching English for our college students. 
First, I define the term ’image’ and ‘understanding’. Second, I analyze the research on the preposition OVER in 
Lakoff(1987) and Dewell(1994). Finally, I propose that arc-path schema provides the basis for explaining all of 

















































































































～ (5) とそのイメージ絵 a ～ e である。2
    (1)  The man jumped over the fence.
    (2) The airline is flying over the hill.
    (3) There’s a castle over the mountain.
    (4) We talked about it over a cup of coffee.
    (5) The beer ran over the side of the glass.
　上の絵は数多くのイメージ絵の一例であるが、(2) のイメージ絵はこの他に次のような絵が見られ
た。
a b c d e
f g c h i
− 5 −
　前置詞 over は、空間の位置関係として把握される。その際、f ～ i の絵に見られるように、飛行機
の空間位置は様々である。ここで、前置詞 over の本質的な意味（コア）を把握し、それがどのよう
な原理で意味が拡張されるかを理解することが重要である。(1) ～ (5) における over の共通したイメー
ジは、次のように図示される。図１は、over のイメージ・スキーマである。(1) ～ (5) の絵は、図１を
図２のように焦点化したものである。図２の①は「～を超えて」、②は「～の上に」、③は「～の向こ
うに」、④は「～を覆って」の意味を持つことになる。
    図１　over のコア・イメージ 図２　焦点化された over のコア・イメージ
　したがって、(2) の意味は、イメージ絵 f ～ i のような絵が可能である。因みに、f は飛行機が丘を
越えて飛んでいる。g は飛行機が丘の上を飛んでいる。h は飛行機が丘の向こうに飛んでいる。この
ように、図１のコア図式は、上記 3 つの視点が関与し、焦点化されたものが図２である。図２の④の
解釈の例文は、次の (6) ～ (9) である。
    (6)   Put the blanket over me.        (7)   Spread this cloth over the table.
    (8)   We talked over the pollution problem.        (9)   Spread a lot of butter over the bread.
５．２ 前置詞 over の分析 3
　前置詞 over について , 認知言語学で最初に、詳細な研究をしたのは、Brugman(1981) である。その後、
Lakoff (1987), Dewell (1994) などが Brugman を改良し、現在に至っている。






   (a)  中心的な意味：「上方を横切る（above-across）」
        (9) The plane flew over. （飛行機が上空を飛んでいった。）
　　　　　　　　　　　　　　　　
トラジェクター (TR):   一番際立つ図：飛行機
ランドマーク (LM):  一番際立つ地 : 不特定　





        (10)   The bird flew over the yard.   （鳥が庭の上空を飛んで行った。）
        (11)   The bird flew over the wall.   （鳥が壁を越えて飛んでいった。）
        (12)   The plane flew over the hill.（飛行機が丘の上空を飛んで行った。）
　(10) ～ (12) のイメージ・スキーマは、次のように示される。
 　　　　　　　　                             
　　　　                                               
 図４　(10) のイメージ・スキーマ 図５　(11) のイメージ・スキーマ 図６　(12) のイメージ・スキーマ
   (b) 「上に（above）」の意味
      (13) Hang the painting over the fireplace. （その絵を暖炉の上に掛けなさい。）
　　　　　　
　　　　図７　(13) のイメージ・スキーマ
   Lakoff (1987) は、over のスキーマとして図 3，7 の他に「覆う (covering)」の意味、再帰的スキーマ、
超過のスキーマ、反復のスキーマを挙げている。










　　                                 
   
　　図９　(13)(14) イメージ・スキーマ　　　　　　　　   図 10   (15) のイメージ・スキーマ                                             
図８　Dewell の中心的スキーマ
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 (13) 		The plane flew over the hill. (15)   The plane should be over Baltimore
   　      （飛行機が丘の上空を飛んで行った。）        by now. （飛行機は今頃ボルチモア上空にいる
                     ことだろう。）
 (14)   The bird flew over the yard.   
　　       （鳥が庭の上空をとんでいった。）
　　　　　　　                          　　　　　
　
    
 図 11　(16)(17) のイメージ・スキーマ 図 12　(18) のイメージ・スキーマ
                                            
 (16)   The plane climbed high over the city. (18)   Sam fell over the cliff.
       （飛行機が都市上空に上がっていった。）       （サムががけの上から落ちた。)
 (17)   The sun came up over the mountain.
        （太陽が山々の上へ上がってきた。）












ブスピーカーの前置詞−ネイティブスピーカーの英文法 2』研究社出版、田中茂範 / 佐藤芳明 / 河原清志（2009）
「NHK 新感覚☆キーワードで英会話イメージでわかる単語帳』日本放送出版協会、アンドレア・タイラー/ビビアン・
エバンズ『英語前置詞の意味論』国広哲弥（監訳）木村哲也（翻訳）研究社出版など。
 ２ イメージ絵は、本学 1 年生「英文法 ･ 英作文」の授業で学生が描いたイメージ絵からいく枚かを選んだも
のである。学生はイメージを的確に表現することに優れている。
 ３ 以下の Lakoff, Dewell の前置詞分析は、河上誓作編著（1996）『認知言語学の基礎』研究社出版の 3.3.2.2. 
語彙的ネットワーク : 複数のカテゴリーにわたる over の場合（pp.82 ～ 109）による。本文では over の分
析が詳細に説明されている。
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 ４ over の意味ネットワークについては、アンドレア・タイラー / ビビアン ･ エバンズ（2005）『英語前置詞
の意味論』研究社出版、ディビット ･ リー (2006)『実例で学ぶ認知言語学』大修館書店を参照。Andrea 
Tylerand Vyvyan Evans (2001) Reconsidering Prepositional polysemy networks: the case of over は有益である。イ
ンターネットでダウンロード可能。
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